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名古屋市立大学医学部臨床教授等の称号の付与に関する規程
（一部改正　平成19年達第47号、平成23年達第７号）
　（趣旨）

第１条　この規程は、名古屋市立大学医学部（以下「医学部」という。）が実施する学外臨床実習又は医学部附属病院（以下「附属病院」という。）が実施する学外臨床研修において、学外臨床実習又は学外臨床研修の協力病院（以下「協力病院」という。）の指導を行う医師に対して、臨床教授、臨床准教授又は臨床講師（以下「臨床教授等」という。）の称号を付与するために必要な事項を定める。
（一部改正　平成19年達第47号、平成23年達第７号）

　（選考基準）

第２条　臨床教授等は、優れた教育及び診療能力を有し、かつ、次の各号のいずれかに該当する者から選考する。

　(1) 医学部又は附属病院と協力病院との協定に基づき臨床実習又は臨床研修の指導を行う医師のうち、臨床教授は臨床経験を20年以上、臨床准教授は臨床経験を７年以上有し、学会の認定医、専門医又は指導医等のいずれかの資格を有する者で、かつ、年齢が65歳以下の者
　(2) 臨床講師は、名古屋市医師会が推薦するプライマリ・ケア実習協力医療機関の臨床医である者
（一部改正　平成19年達第47号、平成23年達第７号）

　（選考方法）

第３条　臨床教授及び臨床准教授は、医学部教授又は協力病院の長の推薦に基づき、医学部カリキュラム企画・運営委員会又は病院臨床研修委員会の審査を経た後、医学部教授会で選考する。
２　臨床講師は、医学部カリキュラム企画・運営委員会の推薦に基づき、医学部教授会で選考する。
（一部改正　平成23年達第７号）

　（称号付与）

第４条　医学部長は、医学部教授会の議に基づき理事長に申請し、理事長は、申請に基づき称号を付与する。

２　臨床教授等の称号は、別記様式による文書を交付して本人に通知するものとする。

　（称号付与期間）

第５条　臨床教授等の称号を付与する期間は１年以内とし、称号が付与された日の属する年度を越えることはできない。ただし、当該期間を更新することができる。

　（称号取消）

第６条　臨床教授等としてふさわしくない行為等があると認めるときは、理事長はこれを取り消すことができる。

　（給与）

第７条　臨床教授等に対して、給与その他の給付は支給しない。

　（施設利用）

第８条　臨床教授等に対して、総合情報センター等の必要な施設の利用を認めることができる。

　（補則）

第９条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は医学部教授会の議を経て医学部長が別に定める。

　　　附　則

１　この規程は、発布の日から施行し、平成18年４月１日から適用する。

２　名古屋市立大学医学部臨床教授及び臨床助教授称号付与に関する規程（平成12年名古屋市立大学達第26号）は、廃止する。

３　前項の規定による廃止前の名古屋市立大学医学部臨床教授及び臨床助教授称号付与に関する規程の規定に基づく臨床教授の選考、称号の付与等の行為は、この規程の相当規定に基づき行われたものとみなす。

４　この附則に定めるもののほか、この規程の施行に関し必要な経過措置は、別に定める。
　　　附　則（平成19年公立大学法人名古屋市立大学第47号）

１　この規程は、発布の日から施行する。

２　改正前の本規程の規定による臨床助教授の称号の付与の申請は、臨床助教授の称号について行われたものとみなす。

　　附　則（平成23年公立大学法人名古屋市立大学第７号）
この規程は、発布の日から施行する。
（別記様式）

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　　　　　号

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　　　　名

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日生

     　　名古屋市立大学医学部臨床（教授・准教授・講師）の称号を

   　　付与する

     　期間は　　年　　月　　日から　　年　　月　　日までとする。

               年　　月　　日

                 公立大学法人名古屋市立大学理事長


（一部改正　平成19年達第47号、平成23年達第７号）
